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のコーパスにはオンラインゲームをしている大学生 (男性 9 名，





























































































果を表 1 に示す．表 1 から，主成分得点の図と同様に二種類の
感情音声が識別できていることが分かる．これにより，自発対
話音声と演技音声の違いを考慮せずに感情認識を行うことので
きる可能性を示した．また，表 1 には正解率が比較的高い結果
を記載したが，記載していない ANG に関しては他の感情との
識別率が低い結果になった．従って，ANGを精度よく識別する
ための改善が必要である．また，今回は二種類の感情対での識
別であったが，複数の感情に対しても高精度に識別するための
手法を提案する予定である．
3 おわりに
本研究では，自発対話音声と演技音声における感情の違いを
音響的特徴という側面から主成分分析を用いて比較した．また，
その結果より自発対話音声と演技音声の感情毎の音響的違いに
依存せずに感情認識するための手法を提案し，認識実験を行っ
た．今後は 8 種類全ての感情を含んだ音声に対しての識別精度
を向上させることが課題である．
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